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はアレントの活動 action と合致しない概念であるということになる。アレントの action は人
と人との間の活動のみを意味しているからである。アレントの活動力の三区分、労働 labor、
仕事work、活動 action について、アレントは前二者の区分は近代に属するとしているが、
work の中にwork	 of	 art も含めており、とすればアリストテレスのエネルゲイア概念はアレ
ントのwork 仕事も包摂していると言わざるをえない。
　成果としてアレントの action 概念はアリストテレスのエネルゲイアと概念史的に緊密な継
承関係にはないと結論づけなければならない。アレントのそれは彼女独自の概念なのである。
それは人間の条件としては複数性、つまり人種、国家の多様性、共存に関係づけられており、
アリストテレスや恩師のハイデッガーにない独自の領域なのだ。彼女の仕事の人間的条件で
ある世界性とハイデッガー『存在と時間』での「世界の世界性」との連関も解明できたこと
を付け加えておきたい。」
＊この研究は二松學舎大学より与えられた平成 18 年度「国内特別研究員制度」、サバティカ
ルによって可能となった成果の一部である。私にこの機会を与えてくださった、学校法人
二松学舎と二松學舎大学の関係諸氏に深く感謝したい。
